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パッ ケージ ・ ビ ュー

第 9 章 　 パッ ケージ ・ ビ ュー

　 本章では Lattice Diamond でピンアサイ ン（ピン割 り 当て）を行 う GUI ツールのパッ ケージ・ビ ュー（Package 
View） の機能や使用方法について説明し ます。

9.1 パッ ケージ ・ ビ ューの起動

　 パッ ケージ ・ ビ ューを起動するには、 Lattice Diamond ツールバーのア イ コ ン ク リ ッ クするか、 も し く  
は メ ニューバーから [Tool] => [Package View] の順に選択を し ます。

図 9-1. パッ ケージ ・ ビ ューの起動 （左 ： attach、 右 ： detach 後）

　 パッ ケージ ・ ビ ューは、 デフ ォル ト では Lattice Diamond にア タ ッチされた状態で起動し ますが、 右上の

ア イ コ ン を ク リ ッ クする とデタ ッチされ、独立し たウ イ ン ド ウ と し て表示されます。パッ ケージ・ ビ ュー
がア タ ッチされた状態では、 メ ニューバーおよびツールバーがプロ ジェ ク ト ・ナビゲータ と共有されるので、
プロジェ ク ト ・ナビゲータに表示されている ものを使用し ます。デタ ッチされた状態ではスプレ ッ ド シー ト ・
ビ ュー ・ ウ イ ン ド ウに表示される メ ニューバー／ツールバーを使用し ます。

　 再度ア タ ッチ状態にするにはウ ィ ン ド ウ右上隅のア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

9.2 パッ ケージ ・ ビ ューの表示

9.2.1 ピンのシンボル

　 PackageView では、 選択し たパッ ケージの形状に合わせて四角いシンボルが羅列されています。 １ つのシ
ンボルが １ つのピン （またはボール） を表し ます。
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図 9-2. パッ ケージのシンボル表示

QFP のシンボル表示例 BGA のシンボル表示例

　 ピンのシンボルは内側の記号と外枠の ２ つの領域に分かれています。 内側の記号はピンの属性、 色は現状
のピンアサイ ン状況を表し ます（9.2.1.1項）。外枠の色は、ピンのグループ分け表示に使用されます（9.2.1.3項）。

9.2.1.1 ピンの属性表示

　 ピンのシンボル内の記号が、 そのピンの属性の一部を表し ています。 また、 パッ ケージ ・ ビ ュー上でカー
ソルをピンのシンボルに合わせる と、 そのピンのよ り 多 く の属性が表示されます （図 9-3）。

• 信号の入出力ピン。 差動の場合は非反転側

• 信号の入出力ピン。 差動の場合は反転側

• 信号の入出力ピン またはク ロ ッ ク入力ピン

• 電源ピン GND ピン

図 9-3. 　 ピンの属性表示
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9.2.1.2 ピンアサイ ン状況の表示

　 パッ ケージ ・ ビ ューでは、 内側の記号の色でピンアサイ ン状況を表し ます。 色が表すピンサイ ン状況 （デ
フ ォル ト 設定） は以下の通 り です。

• 白 　 : 空き ピン 黄 　 : 入力ピンがアサイ ン済み

• 青 　 : 出力ピンがアサイ ン済み 紫 　 : 双方向ピンがアサイ ン済み

• 赤 　 : ユーザによ る配置禁止設定 紺 　 : ユーザによ り 選択中

• 灰 　 : デバイ ス固有のピンがアサイ ン済み （電源、 GND、 コ ンフ ィ グレーシ ョ ン関連等）

　 SSO Analysis の際には記号の色で合否を表し ます。 SSO Analysis の詳細は第 20 章を参照し て く ださい。 色  
設定は、 ユーザがカ ス タマイ ズする こ と もでき ます （9.3.3.3 項参照）

9.2.1.3 ピンのグループ表示

　 パッ ケージ ・ ビ ューでは、 シンボルの外枠の色で以下のグループ分け表示を行 う こ と ができ ます。

• IO バン ク

• DQS グループ

　 デフ ォル ト では、 IO バン ク ご と に色分け し て表示されています。 これを切 り 替え るには、 ウ イ ン ド ウ左側
に表示されているボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

ボタ ンを ク リ ッ クする と IO バン ク ご と の色分け表示に、 ボタ ンを ク リ ッ クする と DQS グループ 
ご と の色分け表示にな り ます （図 9-4）。

図 9-4. グループの色分け表示

IO バン ク の色分け表示例 DQS グループの色分け表示例

　 なお、 DQS グループの色分け表示にし た際、 グループ内で濃い色で表示されている ピンが DQS、 それ以外
が DQ ピンを表し ます。
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図 9-5. DQS グループ と DQS ピンの表示例

9.3 パッ ケージ ・ ビ ューの操作

9.3.1 表示の拡大／縮小

　 パッ ケージ ・ ビ ューの表示を拡大／縮小するには 3 つの方法があ り ます。 1 つ目の方法は、 ツールバー上
のア イ コ ンによ る操作です。

図 9-6. 表示の拡大／縮小 （デタ ッ チされている場合）

　 表示制御のア イ コ ンは以下の ４ つです。

• 表示を拡大 全体が表示される よ う に自動で最適化

• 表示を縮小 選択された部分が全て表示される よ う に自動で最適化

　 2 つ目の方法は、 マウ スの ド ラ ッ グによ る操作です。 ウ イ ン ド ウ左側に表示されている ア イ コ ン を ク
リ ッ クする と マウ スの ド ラ ッ グで任意の場所を拡大でき る よ う にな り ます。

　 *****------------------
• ド ラ ッ グの方向に拘らず拡大されます

• ド ラ ッ グによ る縮小その他の機能はサポー ト されません
　 *****------------------

DQS 
グループ

DQS
ピン
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　 3 つ目の方法は、 キーボード と マウ スのホ イールによ る操作です。 キーボード の 「Ctrl」 キーを押し たま ま
マウ スのホ イールを回転させる と表示が拡大／縮小されます。 奥へ向けて回転させる と拡大、 手前に向けて
回転させる と縮小されます。

9.3.2 表示部分の移動

　 パッ ケージ ・ ビ ューの表示部分を上下左右に移動させるには、 まずウ イ ン ド ウ左側のボタ ン を ク リ ッ
ク し て選択し ます。 この状態で、 マウ ス を ド ラ ッ グする と パッ ケージ ・ ビ ューの表示部分も それにあわせて
移動し ます。

9.3.3 表示のカ ス タマイ ズ

9.3.3.1 上面図／底面図の切り替え

　 パッ ケージ ・ ビ ューでは、 デフ ォル ト で底面図 （パッ ケージを底面から見た配置） で表示されていますが
種々カ ス タマイ ズができ ます。上面図 （パッ ケージを上面から見た配置） に切 り 替え る場合は、 メ ニューバー
から [View] => [Top View] の順に選択し ます。

図 9-7. 上面図／底面図の切 り 替え

　 底面図に戻す場合は、 同様に メ ニ ューバーから [View]=>[Bottom View] の順に選択し ます。 現在がどち らの  
表示かは、 パッ ケージ図の上部に記載されています。

9.3.3.2 差動ペアの表示

　 パ ッ ケージ ・ ビ ュ ー上で差動ペアの組み合わせを表示 さ せ る には、 メ ニ ュ ーバーか ら [View] => [Show  
Differential Pairs] の順に選択し ます （図 9-8）。 これで差動ペア間をつなぐ赤い線が表示されます。

　 これを非表示にする場合は、 も う 一度 メ ニューバーから [View] => [Show Differential Pairs] の順に選択し ま    
す。
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図 9-8. 差動ペアの表示

9.3.3.3 色設定の変更

　 表示の色設定を変更するには、メ ニューバーから [Edit] => [Color Legend…] の順に選択するか、ウ イ ン ド ウ

左側の ボタ ンを ク リ ッ ク し設定ウ イ ン ド ウ を起動し ます （図 9-9）。

図 9-9. 色設定の変更 （左 ： Banks タブ、 右 ： Pins タブ）

　 ウ イ ン ド ウの色表示部分を ク リ ッ クする と、 色選択ウ イ ン ド ウが起動し任意の色が選べます。
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図 9-10. 色選択ウ イ ン ド ウ

9.3.3.4 特定機能ピンの表示

　 パッ ケージ ・ ビ ューでは、 機能等の条件で表示のフ ィ ルタ リ ングを行 う こ と ができ ます。 フ ィ ルタ リ ング

する には、 まずウ イ ン ド ウ左側の ボ タ ン を ク リ ッ ク し設定ウ イ ン ド ウ を起動 させます。 パ ッ ケージ ・
ビ ューでは、 このウ イ ン ド ウ上でチェ ッ クの入っている条件に該当する ピンだけが表示されます。 該当し な
い条件のチェ ッ ク をはずすこ と で、 表示し たいピン （チェ ッ クのついている条件に合 う ピン） だけを表示さ
せる こ と ができ ます。

図 9-11. 特定機能ピンの表示指定

　 *****---------------
• 条件に一致し なかったピンは、 シンボルが表示されな く な り ます。

　 *****---------------
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図 9-12. Bank0 の差動で非反転入出力ピンのみを表示し た例

9.3.4 ピン互換性チェ ッ ク

　 フ ァ ミ リ 内で同じパッ ケージを使用し ているデバイ スでは、 電源やコ ンフ ィ グ関連ピンは互換性を持たせ
ていますが、 ユーザ IO についてはデバイ スが分かる と使用でき ないピンや機能が制限される ピンがあ り ま
す。 パッ ケージ ・ ビ ューではこれらのピンを表示させる こ と ができ ます。

　 パッ ケージ ・ ビ ューの左側に配置されている ア イ コ ン を ク リ ッ クする と、 マイ グレーシ ョ ン対象のデ
バイ ス を選択する ウ イ ン ド ウが立ち上が り ます。

図 9-13. マイ グレーシ ョ ン対象デバイ ス選択

　 このウ イ ン ド ウ上で対象デバイ スにチェ ッ ク を入れ OK ボタ ンを ク リ ッ クする と、 プロ ジェ ク ト で選択し
ているデバイ ス と マイ グレーシ ョ ン対象と し て選択し たデバイ ス と の互換性のないピンがマーク されます。

　 マーク されるのは以下の条件のピンです。
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• デバイ ス を変更する と NC にな る ピン、 または使用でき る よ う になる NC ピン

• デバイ ス を変更する と True LVDS をサポー ト できな く な る ピン、 または True LVDS をサポー ト でき
る よ う にな る ピン

• デバイ ス を変更する と DDR メ モ リ I/F をサポー ト できな く な る ピン （DQS グループ と し ての機能の
ないピン）、 または 　 DDR メ モ リ I/F をサポー ト でき る よ う にな る ピン

• その他特定機能のサポー ト に変化のあ る ピン

図 9-14. 非互換ピンの表示

　 デバイ スマイ グレーシ ョ ンによ り NC になる ピン以外は、 特定の機能を実装し ないのであれば使用する こ
と もでき ます。 ただし、 事前にサポー ト されな く なる機能の確認を行って く ださい。

　 なお、 マイ グレーシ ョ ン対象デバイ ス選択ウ イ ン ド ウで、 [Disable Incompatible Pin Assignment] にチェ ッ ク   
を入れてお く と、 互換性がないピンには （パッ ケージ ・ ビ ュー上では） ピンアサイ ンができ な く な り ます。

図 9-15. Prohibit 設定と解除ア イ コ ン

　 また、 パッ ケージ ・ ビ ュー上のア イ コ ン を ク リ ッ クする と、 互換性のないピンは Prohibit （使用不可）
設定され、 シンボルが赤 く 表示されます （図 9-15）。 Prohibit 設定されたピンにはツールが （ピンアサイ ン指 
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定が行われていないピ ン を） 自動的にピ ンアサ イ ンする際に も使用さ れな く な り ます。 ま た、 Spreadsheet
View 上でも これらのピンにはポー ト をアサイ ンでき な く な り ます。

　 Prohibit 設定を解除する場合はア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

9.4 パッ ケージ ・ ビ ューを使用し たピンアサイ ン

　 パッ ケージ ・ ビ ューと ネ ッ ト リ ス ト ・ ビ ュー （Netlist View） を使用し てピンアサイ ン設定を行 う こ と がで 
き ます。 設定は、 以下の手順で行います。

Step1 [ 必須 ].  プロ ジェ ク ト ・ ナビゲータのツールバーから、 ア イ コ ン を ク リ ッ ク し てネ ッ ト リ ス   
ト ・ ビ ューを起動し ます （図 9-16）。

起動し たネ ッ ト リ ス ト ・ ビ ューのツールバーで、 ア イ コ ン を ク リ ッ クする と デザイ ン内のポー
ト 名の リ ス ト が表示されます。

Step2 [ 必須 ].  ネ ッ ト リ ス ト ・ ビ ューの リ ス ト から ピンアサイ ンを設定するポー ト を選択し、 パッ ケー   
ジ ・ ビ ューのピンのシンボルへド ラ ッ グ し ます。

この処理を行 う には、 GUI をカス タマイ ズ し てネ ッ ト リ ス ト ・ ビ ューと パッ ケージ ・ ビ ューが同時に
表示される よ う にし てお く 必要があ り ます。

図 9-16. ネ ッ ト リ ス ト ・ ビ ューの起動

9.5 改訂履歴

--- *** ---

Ver. Date page 内 　 容

2.3F June 30
- ビ ュー内左側のア イ コ ン列が更新されたため、 該当各図ほぼ全面差し替え

9-1 旧図 2-1 / 2-2 を図 9-1 「Package View の起動」 に統合

3.3 Mar.2015 -- 特に更新な し
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